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　本
市
の
中
心
市
街
地
に
位
置
す
る

八
代
城
。
初
詣
や
お
花
見
、
七
五
三

な
ど
、
皆
さ
ん
一
度
は
訪
れ
た
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　本
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
、
国

史
跡
で
も
あ
る
「
八
代
城
」
は
、
今
年

で
築
城
4
0
0
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　大
き
な
節
目
と
な
る
今
年
は
、
改

め
て
八
代
城
の
歴
史
や
八
代
地
域
の

文
化
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
次

世
代
に
伝
承
し
て
い
く
新
た
な
文
化

や
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
一
年
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　
八
代
地
域
は
古
く
か
ら
球
磨
川
に
よ

る
水
運
と
薩
摩
街
道
な
ど
の
陸
路
の
結

節
点
に
あ
た
る
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て

3
つ
の
八
代
城
（
古
麓
城
、
麦
島
城
、

八
代
城
）
が
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。

　
後
醍
醐
天
皇
の
忠
臣 

名
和
義
高
が
八

代
の
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
、
以
後
名
和

氏
・
相
良
氏
、
そ
し
て
島
津
氏
が
約

2
5
0
年
に
わ
た
り
在
城
。
豊
臣
秀
吉

が
九
州
攻
め
の
途
中
で
滞
在
し
た
。

　
八
代
城
は
、「
本
丸
」
を
中
心
に
東
か
ら

南
に
か
け
て
逆
L
字
型
の
よ
う
に
「
二
の

丸
」
が
、
本
丸
の
西
側
に
「
三
の
丸
」
が
、
本

丸
の
北
側
に
「
北
の
丸
」
と
「
出
丸
」
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
城
は
政
治
・
経
済
・
軍
事
の
中
心
で
あ

り
、
麦
島
城
崩
壊
か
ら
す
み
や
か
に
立

ち
直
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
八
代
城
の

縄
張
（
城
郭
の
配
置
）
は
麦
島
城
を
ほ
ぼ

踏
襲
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
垣
は
麦
島

城
の
石
材
を
再
利
用
し
て
お
り
、
城
内
の

櫓
な
ど
の
建
物
の
部
材
も
そ
の
部
材
を

再
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
城
の
南
側
と
東
側
に

城
下
町
が
展
開
し
、
そ

の
外
側
に
は
外
堀
と
し

て
人
工
的
に
開
削
さ
れ

た
前
川
と
総
構
え
の
石

垣
で
守
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
本
丸
の
北
西
隅
に

は
、
大
天
守
と
小
天
守

が
連
な
り
、
大
天
守
か

ら
本
丸
南
西
隅
の
月
見

櫓
に
か
け
て
の
石
垣
の

連
な
り
は
八
代
城
の
中

で
も
最
も
美
し
い
景
観

と
な
っ
て
い
ま
す
。

八
代
城
の
移
り
変
わ
り

八
代
城
跡
の
特
徴

《
お
堀
》

じ
ょ
う 

あ
と

　
現
在
も
残
る
石
垣
は
、

当
時
で
は
珍
し
い
自
然

石
ま
た
は
粗
割
し
た
石

灰
岩
を
積
み
上
げ
る
古

い
形
式
の
野
面
積
で
築

か
れ
て
い
ま
す
。

　
石
垣
で
最
も
大
事
な

隅
角
部
だ
け
は
算
木
積

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
石
垣
》

八
代
城
モ
ノ
ガ
タ
リ

▲石垣隅角部の積み方に違いがあります

▲八代城跡本丸航空写真（北東から、2017年撮影）

▲大天守～月見櫓跡の石垣

　
八
代
城

築
城
４
０
０
年

古
麓
城

（
1
3
3
0
年
代
頃
〜
1
5
8
7
年
）

　
豊
臣
秀
吉
が
八
代
の
地
を
小
西
行
長

に
与
え
、
徳
淵
近
く
の
沿
岸
部
に
築
城
。

関
ケ
原
合
戦
で
小
西
行
長
が
敗
死
し
た

あ
と
、
加
藤
氏
が
入
城
。
熊
本
城
主
で
あ

る
加
藤
氏
の
支
城
と
し
て
、
全
国
で
も
め

ず
ら
し
い
肥
後
熊
本
の
「
一
国
二
城
」
を

支
え
る
城
だ
っ
た
が
、
1
6
1
9
年
の
大

地
震
で
崩
壊
し
た
。

麦
島
城

（
1
5
8
8
年
〜
1
6
1
9
年
）

　
加
藤
氏
が
江
戸
幕
府
の
許
可
を
得
て

1
6
2
2
年
に
再
建
。
「
一
国
一
城

令
」
発
布
後
に
外
様
大
名
が
築
い
た
最

後
の
城
。
1
6
4
6
年
に
松
井
興
長
が

八
代
城
を
預
か
る
こ
と
と
な
り
、
以
降

廃
城
し
た
明
治
ま
で
松
井
氏
が
在
城
。

1
6
7
2
年
に
落
雷
で
本
丸
大
天
守
・

小
天
守
な
ど
が
焼
失
し
た
。 八

代
城

（
1
6
2
2
年
〜
現
在
）

国
史
跡

◆
初
代
八
代
城

◆
二
代
目
八
代
城

◆
三
代
目
八
代
城
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八
代
市
民
に
と
っ
て
は
当
た
り
前

に
あ
る
八
代
城
跡
で
す
が
、
市
外
か

ら
来
た
人
は
街
中
に
城
跡
が
あ
る
こ

と
に
驚
か
れ
ま
す
。
八
代
は
川
と
海

と
山
を
有
す
る
地
理
的
に
も
非
常
に

重
要
な
拠
点
だ
っ
た
こ
と
で
、
お
城

が
置
か
れ
続
け
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

八
代
城
や
石
垣
の
建
設
に
は
、
球
磨

川
上
流
か
ら
木
材
を
運
ん
だ
り
、
地

元
の
岩
を
切
り
だ
し
た
り
、
多
く
の

人
手
が
必
要
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

先
祖
も
き
っ
と
何
ら
か
の
形
で
八
代

城
に
携
わ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
八
代
城
跡
の
特
徴
の
一
つ
は
石
垣

に
白
島
か
ら
切
り
だ
さ
れ
た
白
い
石

灰
石
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

長
い
年
月
の
間
に
黒
ず
ん
で
し
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
現
在
も
一
部
白
い
石

垣
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
石
垣

を
じ
っ
く
り
見
る
と
ノ
ミ
の
跡
や
刻

印
が
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
石

垣
を
守
っ
て
き
た
職
人
た
ち
の
生
き

た
証
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
魅
力
で
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
が
通
勤
や
通
学
で

通
っ
て
い
る
道
路
や
お
寺
の
位
置
な

ど
を
昔
の
地
図
と
比
べ
る
と
、
ピ
ッ

タ
リ
重
な
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
代
陽
校
区
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
八
代
城
お
堀
の
石
垣
跡
が
残
っ
て

い
ま
す
。
普
段
何
気
な
く
見
て
い
る

風
景
の
中
に
も
実
は
八
代
城
ゆ
か
り

の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　
市
立
博
物
館
で
は
、
八
代
城
の
精

巧
な
模
型
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、

節
目
と
な
る
今
年
は
、
八
代
城
跡
の

見
ど
こ
ろ
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
新
し
く
作
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
ア
プ
リ
で
楽
し
め
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
開
催
中
で
す
。
こ
の
機
会
に

歴
史
を
知
る
こ
と
で
改
め
て
八
代
市

の
魅
力
や
強
み
を
発
見
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
私
た
ち
八
代
市
民
の
記

憶
の
中
に
八
代
城
跡
で
過

ご
し
た
思
い
出
が
あ
る
よ

う
に
、
4
0
0
年
間
八
代

を
見
守
り
続
け
て
き
た
八

代
城
跡
に
も
、
戦
争
や
災

害
な
ど
4
0
0
年
分
の
記

憶
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
4
0
0
年
分
の
歴

史
や
文
化
に
触
れ
て
、
八

代
を
作
り
上
げ
て
き
た

人
々
の
思
い
を
知
り
“
歴

史
と
文
化
の
ま
ち
八
代
”

を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
特
集
　
八
代
城
築
城

4
0
0
年
　
終
》

築城400年記念事業

みんなで参加して盛り上げよう

築城400年記念式典　～400年の時を刻む八代城～

特集　八代城築城400年特集　八代城築城400年

八
代
城
跡
は

八
代
市
と
市
民
の
礎

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

節
目
を
み
ん
な
で

盛
り
上
げ
た
い

■
八
代
城
跡
の
思
い
出

渕
上
さ
ん
　
私
は
代
陽
小
学
校
出

身
な
の
で
、
子
ど
も
の
頃
は
通
学

路
と
し
て
当
た
り
前
に
み
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
の
七
五
三
や
お
花

見
な
ど
市
民
が
気
軽
に
集
え
る
場

所
で
す
ね
。

柳
口
さ
ん
　
八
代
城
跡
が
あ
る
こ

と
で
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
、
受
け
継
ぐ
気
持

ち
も
育
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

■
八
代
城
で
地
域
活
性
化

渕
上
さ
ん
　
青
年
会
議
所
で
は

2
0
1
6
年
か
ら
「
白
鷺
城
ま
つ

り
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
八
代
城

築
城
４
０
０
年
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
そ
の
集

大
成
と
し
て
、
市
民
の
人
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

柳
口
さ
ん
　
最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
ア
プ
リ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
き

っ
か
け
に
お
城
や
歴
史
を
好
き
に

な
る
人
も
多
い
の
で
、
八
代
城
跡

を
観
光
地
と
し
て
市
内
外
の
人
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
。

実
際
に
八
代
に
来
て
、
見
て
、
触

れ
て
、
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
八

代
市
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

■
一
年
を
通
し
て
盛
り
上

げ
た
い

渕
上
さ
ん
　
4
0
0
年
だ
か
ら
こ

そ
団
結
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と

思
う
の
で
、
一
人
で
は
で
き
な
い

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な
人
の
力
を
借

り
な
が
ら
、
一
年
間
通
し
て
や
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
地
元
八
代

に
愛
着
を
持
つ
人
を
増
や
し
て
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

柳
口
さ
ん
　
い
ろ
い
ろ
な
世
代
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
く
予
定
で
す
。
歴
史
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
や
チ
ラ
シ
の
作
成
の
他
、

築
城
4
0
0
年
記
念
飯
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
、
民
俗
芸
能
の
公
演
会
や

ギ
ネ
ス
記
録
挑
戦
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
気
軽
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
八
代
城
に
少
し
で
も
興

味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。

八代市立博物館学芸員

山﨑　摂 さん

八代城築城400年実行委員長

柳口　崇 さん

八代青年会議所理事長

渕上 玄輝 さん

　地域団体と連携しながら、一年を通じて盛り上げていきます。

皆さんの参加をお待ちしています。

　本市の学芸員が講師となり、八代城や祭り、干拓などさまざまなテーマで城

下町八代の歴史と文化を学んでいきます。（日程は変更になる場合があります）

４月9日㈯ ［終了］

連続講座  城下町八代の歴史と文化

４月～12月

　城郭の専門家を招いて、石垣等の城郭構造や八代城に関する古文書

類などから八代城の魅力を紐解いていきます。

八代城築城400年記念シンポジウム

９月下旬

　平成28年熊本地震で崩壊した八代城跡本丸石垣の修復記録や、新

庁舎の建設に伴う発掘調査で見つかった八代城跡二の丸石垣の胴木、

八代城本丸御殿の一部であった大書院の懸魚など、初公開となる貴重な

資料を展示。八代城跡の発掘調査で見つかった軒瓦の拓本体験も実施。

築城400年記念展示「新発見！八代城のヒミツ」

８月30日㈫～９月25日㈰

お祭りでんでん館開館１周年記念
　「民俗芸能講演会と無形民俗文化財の特別公開」

7月

日　程

  4月16日㈯

  6月19日㈰

  ８月21日㈰

10月16日㈰

11月20日㈰

12月11日㈰

講　師

山内 淳司

村田 仁志

西山由美子

山内 淳司

早瀬 輝美

米崎 寿一

テーマ

八代城の移り変わり

八代市の日本遺産

八代市の考古資料

八代海干拓遺跡

お下り100年～神幸行列のヒミツ～

城下町八代の歴史と文化

◎時間／午前10時～11時30分　  ◎場所／お祭りでんでん館

令和3年11月に欄干橋改修

　八代城跡本丸を所有する八代宮

は本丸の表玄関であった東側の高

麗門前の欄干橋を改修され、欄干

に保存されていた築城年を示す

「元和八年」銘の擬宝珠を市立博

物館に寄託されました。寄託され

た「元和八年」銘擬宝珠は、現在市

立博物館で公開しています。

どう  ぎ

らんかんばし

げ  ぎょ

のきがわら

らいもん

こう

らんかんばし

げん な めい ぎ   ぼ   し

▲関係者ら約100人が参加しました

▲築城400年にあわせて400個の
　バルーンセレモニーがありました

▲4月16日㈯に開催された連続講座

▶
八
代
城
築
城
4
0
0
年
公
式
マ
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ッ
ト
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「
八
城
守
ち
ゃ
ん
」

▲大書院の懸魚

［終了］

◎場所／お祭りでんでん館

記念事業に関すること　問合せ　文化振興課 ☎33-4533
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も
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を
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い
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た
め
、
石
工

さ
ん
の
道
具
を
使
い
守
っ
て
い
き
た
い
と

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

や
し
ろ
ま
も
る ▲八代城築城400年

　実行委員会公式ホ
　ームページで各種
　イベント情報をお
　知らせしています。

　
八
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来
た
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は
街
中
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跡
が
あ
る
こ

と
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ま
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、
お
城
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史
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八
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城
や
石
垣
の
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り
、
地
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切
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り
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何
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か
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で
八
代

城
に
携
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す
。

　
八
代
城
跡
の
特
徴
の
一
つ
は
石
垣

に
白
島
か
ら
切
り
だ
さ
れ
た
白
い
石

灰
石
が
使
わ
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っ
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見
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見
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っ
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あ
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八
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。
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麗門前の欄干橋を改修され、欄干

に保存されていた築城年を示す

「元和八年」銘の擬宝珠を市立博

物館に寄託されました。寄託され

た「元和八年」銘擬宝珠は、現在市

立博物館で公開しています。

どう  ぎ

らんかんばし

げ  ぎょ

のきがわら

らいもん

こう

らんかんばし

げん な めい ぎ   ぼ   し

▲関係者ら約100人が参加しました

▲築城400年にあわせて400個の
　バルーンセレモニーがありました

▲4月16日㈯に開催された連続講座

▶
八
代
城
築
城
4
0
0
年
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト

　キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
八
城
守
ち
ゃ
ん
」

▲大書院の懸魚

［終了］

◎場所／お祭りでんでん館

記念事業に関すること　問合せ　文化振興課 ☎33-4533

し
ら
さ
ぎ
じ
ょ
う

い
し
ず
え

しゅう

げん   き

せつ

八
代
城
跡
や
ば
ん
ぺ
い
ゆ
な
ど
、
八
代
に

し
か
な
い
も
の
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
石
工

さ
ん
の
道
具
を
使
い
守
っ
て
い
き
た
い
と

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

や
し
ろ
ま
も
る ▲八代城築城400年

　実行委員会公式ホ
　ームページで各種
　イベント情報をお
　知らせしています。

Yatsushiro 2022.5Yatsushiro 2022.5 45



　私は観光・クルーズ振興課

で市外在住者向けの情報誌

「やつしろの風」の作成や、

ふるさと納税関連の業務に携わっていま

す。市民の皆さんと一緒に、八代の魅力

を市外の多くの皆さんに知ってもらうこ

とをやりがいに、日々、全力で業務に取

り組んでいます。八代市のために、共に

働けることを楽しみにしています。

≪前期日程≫

第一次試験　6月 19日㈰
試験
区分 職　　種 採用予定 年齢要件

大
卒
程
度
　

（注）

事務職 一般事務 24 人程度

平成元年4月2日～

平成13年4月1日生

(学歴は問いません）

技術職

土木 6 人程度

平成元年4月2日～

平成15年4月1日生

(学歴は問いません）

建築 2 人程度

電気 2 人程度

機械 3 人程度

化学 1人程度

免許資格職 保健師 4 人程度
平成元年4月2日

以降生

≪就職氷河期世代対象≫　

第一次試験　6月 26日㈰

職　種 採用予定 年齢要件

事務職 2 人程度
昭和49年4月2日～

平成元年4月1日生

※令和４年10月以降採用予定

≪民間企業等経験者対象≫　

第一次試験　6月 26日㈰

職　種 採用予定 年齢要件

事務職　　
（一般事務・デジタル）、

土木、建築、

電気、機械、

保健師

各々

若干名

昭和38年4月2日

以降生

※令和４年10月以降採用予定

その他、詳しい内容は

市ホームページなどで

確認ください。

問合せ　人事課☎ 33-4102

（注）大卒程度とは試験問題の内容が大学卒業程度であることを示します
※各職種の受験資格、試験内容など詳細は試験案内で確認ください
※受験申し込みは上記職種のうち 1 職種に限ります
※試験日が異なる後期日程（高卒・短大卒程度）の八代市職員採用試験との併願はできません
※後期日程の概要は、５月１日㈰から市ホームページに掲載し、広報やつしろ７月号でお知らせします

令和４年度

八代市職員募集
未来を描く

あなたの力が必要です

申込受付期間

５月６日㈮～６月２日㈭

観光・クルーズ振興課
（令和 3 年度入庁）

本石 賢太郎さん

先輩
の声
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令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
家
屋

ま
た
は
償
却
資
産
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

取
得
し
た
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
に

は
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

【
家
屋
】

内
容

被
災
家
屋
の
床
面
積
相
当
分
の
固

定
資
産
税
の
税
額
を
、
取
得
の
翌
年
か
ら

４
年
度
分
を
２
分
の
１
に
減
額
し
ま
す
。

対
象
者

①
被
災
家
屋
の
所
有
者
②
被
災

家
屋
の
所
有
者
の
相
続
人
③
代
替
家
屋
に

被
災
家
屋
の
所
有
者
と
同
居
の
三
親
等
内

の
親
族

な
ど

被
災
家
屋
の
要
件
（
①
②
両
方
を
満
た
す
）

①
り
災
証
明
書
の
判
定
が
「
半
壊
」
以
上

の
住
家
ま
た
は
公
費
で
解
体
し
た
非
住
家

の
家
屋
②
被
災
家
屋
の
取
り
壊
し
ま
た
は

売
却
な
ど
の
処
分
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

代
替
家
屋
の
要
件

①
被
災
家
屋
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
取
得

し
た
家
屋
（
中
古
含
む
）
②
被
災
家
屋
を

改
築
し
た
も
の
※
修
理
は
改
築
に
は
当
た

り
ま
せ
ん

該
当
す
る
資
産
の
取
得
期
間

令
和
２
年
７
月
４
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

に
お
け
る
市
内
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
地
方
税
で

す
。
所
有
者
と
は
、
具
体
的
に
は
次
の
と

お
り
で
す
。

土
地
：
登
記
簿
ま
た
は
土
地
補
充
課
税
台

帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記
ま
た
は
登
録
さ

れ
て
い
る
人

家
屋
：
登
記
簿
ま
た
は
家
屋
補
充
課
税
台

帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記
ま
た
は
登
録
さ

れ
て
い
る
人

償
却
資
産
：
償
却
資
産
課
税
台
帳
に
所
有

者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
人

５
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま

す
。
５
月
、
７
月
、
11
月
、
翌
年
１
月
の

各
末
日
が
納
期
限
で
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い
。 固

定
資
産
税
は

固
定
資
産
税
は

期
限
ま
で
に

期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

納
め
ま
し
ょ
う

固
定
資
産
税
と
は

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に

係
る
被
災
代
替
資
産
に

対
す
る
特
例

新型コロナウイルスワクチン情報新型コロナウイルスワクチン情報
 3 回目接種（追加接種）　12 歳～ 17 歳も対象になりました

　接種券は、２回目接種から６カ月経過した人に順次発送しています。接種券が届いてから予約して

ください。まだ接種が済んでいない人も、ワクチンの効果と安全性や副反応のリスクについて理解の上、

接種を検討ください。

接種方法

◎医療機関での個別接種

希望の医療機関に直接予約してください。医療機関の情報は市のホームページまたはコールセンター

へ電話で確認してください。

◎ 12 歳～ 17 歳の人限定で休日接種を熊本労災病院で行います

5 月 21 日㈯　午前 10 時～午後 4 時

※予約受付中。時間は指定できません。

※ワクチンはファイザー社ワクチンです。

◎ 18 歳以上の人は、県民広域接種センター（会場：グランメッセ熊本）でも接種ができます

5 月 22 日㈰まで

平日：午後 6 時～ 9 時　　土日祝日：正午～午後 6 時

※ワクチンは武田 / モデルナ社ワクチンです

 小児接種（５歳～ 11 歳）

　 接種については、ワクチンの効果と安全性や副反応のリスクについて理解し、子どもと一緒に検討

してください。ワクチン接種の情報は、市ホームページを確認ください。

　集団接種と医療機関での個別接種を実施しています。どちらも八代市ホームページからのネット予

約またはコールセンターでの電話予約となります。医療機関へ直接予約することはできません。

接種を強制したり、接種を受けていないことを理由に、偏見や差別的な扱いをしないようお願いします。

医療機関情報

熊本労災病院

県民広域接種センター

市ホームページ

問合せ　八代市ワクチン接種コールセンター（平日午前９時～午後５時）☎ 30-7500

問
合
せ

資
産
税
課

☎
33
４
１
０
８
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管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
法
定
検

査=

浄
化
槽
の
設
置
者
は
水
質
に
関
す
る

法
定
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

み
な
し
浄
化
槽
（
単
独
処
理
浄
化
槽
）

や
く
み
取
り
便
所
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

に
転
換
す
る
場
合
の
補
助
金
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
＝
下
水
道
総
務

課
☎
33
４
１
４
７

浄
化
槽
を
設
置
す
る
際
に
浄
化

槽
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

●
対
象
者
＝
対
象
地
域
で
専
用
住
宅
や
店

舗
付
き
住
宅
、
２
世
帯
住
宅
に
小
型
合
併

処
理
浄
化
槽
（
10
人
槽
以
下
）
を
設
置
す

る
人

●
対
象
地
域
＝
旧
八
代
市
、
千
丁

町
、
鏡
町
、
坂
本
町
（
公
共
下
水
道
事

業
計
画
の
認
可
を
受
け
た
区
域
を
除
く
）

●
受
付
締
切
＝
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

●
そ
の
他

＝
工
事
を
行
う
前
に
申
請
し
、
補
助
の
決

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
維

持
管
理=

浄
化
槽
の
設
置
者
は
県
知
事
の

登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者
や
市
長
の

許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者
に
委
託
し
維
持

心
身
に
障
害
が
あ
る
人
の
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）の
減
免
制
度

●
対
象
車
両=

 

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
が
所
有

す
る
車
両

②
車
の
構
造
が
身
体
障
害
者

専
用
と
な
っ
て
い
る
車
両
（
車
椅
子
の
昇

降
装
置
や
固
定
装
置
な
ど
が
あ
る
車
両
）

※
手
帳
の
等
級
に
よ
っ
て
は
、
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
は
１
台

の
み

●
申
請
期
限
＝
５
月
24
日
㈫
（
納

期
限
の
７
日
前
）
ま
で

●
必
要
書
類
＝

手
帳
（
身
体
障
害
者
、
精
神
障
害
者
、
療

育
、
戦
傷
病
者
）、
車
検
証
、
運
転
免
許

証
な
ど

●
申
請
先
＝
市
民
税
課
ま
た
は

お
知
ら
せ

臨
時
特
別
給
付
金
支
給
要
件

確
認
書
の
返
送
は
５
月
10
日

㈫
ま
で

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
の
支
給
対
象
の
世
帯
と
見
込

ま
れ
る
人
に
は
、
確
認
書
を
２
月
に
送
付

し
て
い
ま
す
。
支
給
対
象
と
な
る
世
帯
の

人
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
期
限
ま
で

に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
合
せ
＝
臨
時
特
別
給
付
金

事
業
推
進
室
（
千
丁
支
所
内
）
☎
37
８
１

７
３

◆補助金の交付限度額

人槽区分
旧八代市、

千丁町、鏡町
坂本町

5 人 332，000 円 482，000 円

6 ～ 7 人 414，000 円 624，000 円

8 ～ 10 人 548，000 円 848，000 円

◆主な活動内容
① 常設・特設の人権相談

② 人権教室

小・中学校などで人権に関する劇や紙芝居などを通じた人

権啓発活動

③「人権の花」運動

草花の育成を通した人権意識・情操育成を目的に、花の種

を配布

④ 子供の人権ＳＯＳミニレター

小・中学生からの手紙による人権相談

⑤ 全国中学生人権作文コンテスト

人権に関する体験作文を募集

◆人権侵害による被害者の救済
　被害者から「人権を侵害された」という申告を受けた場合、

法務局の職員と協力して、人権侵犯事件の調査・救済に当た

ります。調査結果に基づき人権侵害が認められるかを判断し、

必要に応じて適切な措置をとります。

問合せ　熊本地方法務局八代支局☎ 32-2654

　人権政策課☎ 30-1711

人権擁護委員
氏　　名  住　所 氏　　名  住　所

小山　一廣 通 町 水本　和博 敷 川 内 町

今井　　晃 松 江 町 今田　桂子 郡 築 一 番 町

長葊嘉代子 築 添 町 秋岡美樹夫 宮 地 町

星田　信夫 松 江 町 山田　健二 日 奈 久 山 下 町

山内　郁子 長 田 町 萼
はなぶさ

 珠美 坂 本 町 坂 本

山下　俊子 川 田 町 西 豊田　孝二 千 丁 町 新 牟 田

中津　謙一 古 城 町 久保　明博 鏡 町 鏡 村

小薮　裕子 大 福 寺 町 平住美智代 鏡 町 中 島

寺田　公子 古 閑 中 町 吉田　和人 東 陽 町 南

渡邉　裕一 田 中 北 町 竹村　博文 泉 町 栗 木

山中美紀代 高 下 西 町 R4.4.1 現在

※任期の関係で変更となることがあります。

《特設人権相談所》

と　き： 6 月 1 日㈬　午前 10 時～午後３時

ところ：本庁 301 会議室、坂本支所仮設庁舎会議室、千

丁支所第 1 会議室、鏡支所第１会議室、東陽地

域福祉保健センター会議室、泉支所会議室

相談員：人権擁護委員

 人権擁護委員 人権擁護委員はは

あなたのまちのあなたのまちの相談パートナー相談パートナー

各
支
所
地
域
振
興
課
（
鏡
支
所
は
市
民
環

境
課
）※
減
免
の
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

●
問
合
せ=

 

市
民
税
課
☎
33
４
１
０
７

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期

限
は
５
月
31
日
㈫

４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
人
に
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
税

通
知
書
を
５
月
初
め
に
送
付
し
ま
す
。

●
納
期
限=

５
月
31
日
㈫

●
納
付
場
所

=
 

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

県
南
広
域
本
部
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
納
付
も
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ=

県
南
広
域
本
部

収
税
課

☎
33
２
１
８
４

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴
う

合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金

●
対
象
者=

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
個
人

が
所
有
す
る
専
用
住
宅
、
店
舗
付
き
住
宅

で
合
併
浄
化
槽
が
損
傷
し
、
入
れ
替
え
や

修
理
を
す
る
人

●
内
容
＝
①
家
屋
の
新

築
・
建
て
替
え
に
伴
う
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
費
用
の
一
部
②
故
障
し
た
合
併
処

理
浄
化
槽
の
入
れ
替
え
費
用
の
一
部
③
故

障
し
た
合
併
処
理
浄
化
槽
の
修
理
費
用

●
受
付
期
間
＝
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫
ま

で

●
そ
の
他
＝
工
事
を
行
う
前
に
申
請

し
、
補
助
の
決
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
問
合
せ
＝
下
水
道
総
務
課

☎
33
４
１
４
７

とき　5月30日㈪～6月1日㈬　(2泊3日)
発着　くまモンポートやつしろ

スケジュール

日　付 寄港地 入　港 出　港

5 月 30日㈪ 八　代 15：00

31日㈫ 屋久島 9：00 17：00

6月 1日㈬ 八　代 14：00

クルーズ船　にっぽん丸

その他　八代市民は最大5000円の割引があります。

※新型コロナウイルス感染状況により、入港状況が

変化する場合があります。最新情報はきなっせやつ

しろホームページを確認ください。

申込み　株式会社日本内外旅行

☎ 096-352-5800

問合せ　観光・クルーズ振興課

☎ 33-4115 きなっせやつしろ
ホームページ

クルーズ船寄港情報
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●
期
間=

 

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
※

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

●
補
助
率=

 

９
割
（
１
３
０
０
０
円
／
畳
が
上
限
）
※

消
費
税
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

●
補
助

要
件=

 

①
罹
災
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
お

り
、
住
家
の
畳
が
被
害
を
受
け
て
い
る
②

自
ら
が
所
有
し
居
住
す
る
住
宅
で
あ
る
。

新
築
、
中
古
住
宅
購
入
も
対
象
③
八
代
市

産
の
畳
表
を
使
用
し
て
い
る
④
八
代
市
内

業
者
に
よ
る
畳
の
新
調
・
張
替
で
あ
る
⑤

市
税
の
滞
納
が
な
い

●
申
請
先
・
問
合

せ=
 

農
業
振
興
課
☎
33
８
７
５
１

所
有
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検

を
し
ま
し
ょ
う

点
検
ポ
イ
ン
ト

①
塀
の
高
さ
は
２
・
２
m
以
下
で
あ
る
②

塀
の
厚
さ
は
10
㎝
以
上
で
あ
る
（
塀
の
高

さ
が
２
m
を
超
え
る
場
合
は
15
㎝
）
③
塀

の
高
さ
が
１
・
２
m
を
超
え
る
場
合
、
控

え
壁
が
あ
る
④
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が

あ
る
⑤
塀
に
傾
き
や
ひ
び
割
れ
が
な
い
⑥

塀
に
鉄
筋
が
入
っ
て
い
る

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
に
は
補

助
金
が
あ
り
ま
す

●
補
助
金
額
＝
次
の
う
ち
最
も
低
い
額

①
撤
去
工
事
に
要
す
る
費
用
（
見
積
金

額
）、
②
撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

長
さ
に
１
万
２
千
円
／
ｍ
を
乗
じ
て
得
た

額
、
③
20
万
円

●
受
付
開
始
日
＝
５
月

18
日
㈬
※
先
着
順
。
予
算
額
に
達
し
次
第

終
了
。
要
件
な
ど
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
請
先
・
問
合
せ
＝
建
築
指

導
課
☎
33
４
７
５
０

課
ま
た
は
各
支
所
農
林
水
産
地
域
事
務
所

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市
税
な
ど
の
納

税
確
認
後
、
申
請
者
に
割
引
券
を
送
付
し

ま
す
。
送
付
ま
で
２
～
３
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
の
で
、
急
ぎ
の
場
合
は
、
申
請
者

の
納
税
証
明
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。
畳
店

に
は
、
割
引
券
を
使
用
す
る
旨
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ=

 

農
業
振
興
課

☎
33
８
７
５
１

八
代
市
豪
雨
災
害
畳
表
張
替

支
援
事
業

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
人
が

行
う
畳
の
新
調
や
畳
表
の
張
替
え
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
等
設
置

助
成
金

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
や
電
気
式
生
ご
み

処
理
機
を
購
入
す
る
家
庭
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

●
交
付
要
件
＝
①
本
市
に
住
所
を
有
す
る

人
で
、
同
住
所
世
帯
で
使
用
す
る
②
申
請

者
の
属
す
る
世
帯
全
員
が
市
税
な
ど
を
滞

納
し
て
い
な
い
③
購
入
す
る
容
器
や
機
器

が
中
古
品
で
な
い

生
ご
み
堆
肥
化
容
器

●
助
成
金
額
＝
購
入
単
価
の
２
分
の
１

（
上
限
５
０
０
０
円
／
基
）

●
助
成
対
象

数
＝
１
世
帯
あ
た
り
１
年
間
に
３
基
ま
で

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

●
助
成
金
額
＝
購
入
単
価
の
２
分
の
１

（
上
限
額
３
０
０
０
０
円
）

●
助
成
対
象

数
＝
１
世
帯
あ
た
り
５
年
間
に
１
機
ま
で

※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
。
購
入
前
に

循
環
社
会
推
進
課
に
登
録
申
請
（
電
話
で

の
申
請
可
）
が
必
要
で
す
。

●
必
要
書
類
＝
①
申
請
書
②
市
税
等
納
税

状
況
確
認
同
意
書
③
助
成
金
請
求
書
④
購

入
店
か
ら
の
領
収
書
（
原
本
）
※
電
気
式

生
ご
み
処
理
機
の
登
録
申
込
み
を
し
た
人

に
は
、
①
～
③
の
書
類
を
登
録
完
了
通
知

書
と
と
も
に
郵
送
し
ま
す
。

●
申
請
先

＝
循
環
社
会
推
進
課
、
各
支
所
地
域
振
興

課(

鏡
支
所
は
市
民
環
境
課)

●
問
合

せ
＝
循
環
社
会
推
進
課
☎
34
１
９
９
７

畳
の
張
り
替
え
を
助
成
し
ま
す

Ｑ
Ｒ
付
き
タ
グ
が
あ
る
八
代
市
産
の
畳

表
を
使
用
し
、
畳
を
新
調
や
張
り
替
え
を

す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

●
期
間=

 

令
和
５
年
３
月

31
日
㈮
ま
で
※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

●
対
象=

 

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
市
税

な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
自
ら
が
居
住
す
る

家
屋
の
畳
表
の
張
り
替
え
を
行
う
人

●

対
象
品=

 

Ｑ
Ｒ
付
き
タ
グ
が
１
畳
に
１
枚

付
い
て
い
る
商
品
※
畳
表
の
持
ち
込
み
に

よ
る
施
工
は
、
助
成
対
象
外

●
対
象
畳

店=
 

市
の
小
規
模
工
事
業
者
と
し
て
登
録

が
あ
る
畳
店

●
助
成
額=

 

１
０
０
０
円

／
畳
※
１
世
帯
当
た
り
上
限
１
万
６
千
円

●
申
請
方
法=

 

施
工
す
る
前
に
農
業
振
興

出典：パンフレット
　「地震からわが家を守ろう」
　日本建築防災協会　2013.1 より一部改

　八代市内で高齢者宅に「介護保険料の還付金（払

戻し）があります。後で銀行（またはコールセン

ター）から連絡があるのでATMで手続きをして

ください」という内容の電話がかかり、銀行（ま

たはコールセンター）を名乗る人から、ATMに

誘導しようとする事例が発生しています。

■アドバイス

・銀行ATMで介護保険料の還付は行いません。

・介護保険料の還付金がある場合は、対象の人に

郵送で通知しています

・役所などの公的機関や金融機関の職員が還付金

手続きのためにATMの操作をするよう連絡する

ことはありません

・「お金が返ってくるので ATMに行くように」

という電話があったら還付金詐欺の可能性が高い

です

・不審な電話があった場合はすぐに最寄りの警察

や八代市消費生活センターに相談ください

と　き　月～金曜日　午前 9 時～午後 5 時　

※木曜日は午後 7 時まで

ところ　本庁２階（電話相談も可）

　消費生活に関する相談や苦情に対し、専門の資

格を持った相談員が助言や情報提供などを行いま

す。強引な訪問買取や販売、しつこい電話勧誘、

借金の支払い、心当たりのない請求など、気軽に

相談ください。

問合せ　消費生活センター☎ 33-4162

気をつけよう気をつけよう

介護保険料還付金詐欺介護保険料還付金詐欺

八代市消費生活センター
にご相談ください

　　  健康づくり応援ポイントを健康づくり応援ポイントを
　　　　 貯めて応募しよう　　　　 貯めて応募しよう

　健診（職場健診・人間ドッグなど）をはじめ、日頃の健康

運動などの健康づくりに対する積極的な取り組みにポイン

トが付与され、500 ポイント以上貯めると賞品が当たる抽

選に応募することができます。

●参加対象者

八代市在住または勤務の 18 歳以上の人（学生を除く）

●ポイント台紙配布場所

八代市保健センター、鏡保健センター、健康推進課（市役

所 2 階）、各健康福祉地域事務所（支所内）。各コミュニティ

センター※市ホームページからもダウンロードできます

●ポイントの対象となる健診・取り組み

・特定健診・職場健診、各種がん検診

・生活習慣病予防講演会など健康づくり関連事業に参加

・その他、個人で取り組んだもの（健康講座・運動習慣など）

●ポイント獲得期間

令和５年１月 31 日㈫まで

●ポイント付与について

台紙配布場所 ( 各コミュニティセンターを除く ) で健診受診

や個人での健康づくりの取り組みを報告すると、職員が確認し、

ポイント台紙にスタンプを押します。

※健診結果や領収書が必要な場合があります

●問合せ　健康推進課☎ 32-7200

素敵な

賞品が当たる
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業
を
活
用
し
、
下

し
も
ほ
か外

自
治
会
（
千
丁
校
区
）

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
自
治
公
民

館
）
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財
源
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ=

 

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

八
代
市
戦
没
者
追
悼
式
の
中
止

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

防
止
対
策
の
た
め
、
令
和
４
年
度
八
代
市

戦
没
者
追
悼
式
は
中
止
し
ま
す
。

●
問

合
せ=

 

健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
０
０
３

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

の
交
通
事
故
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う

交
通
量
が
増
え
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
期
間
中
は
、
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
、

自
転
車
の
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
ま

す
。
普
段
以
上
に
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、

慎
重
な
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ=

 

市
民
活
動
政
策
課

☎
33
４
４
８
２

宝
く
じ
助
成
事
業
で
下
外
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
整
備

地
域
づ
く
り
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

（
事
前
調
査
で
判
定
が
必
要
）

●
補
助
金

額
＝
解
体
工
事
費
の
半
分
程
度
（
上
限

60
万
円
）

●
予
定
戸
数
＝
60
戸
（
予
定

戸
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

事
前
説
明
会

●
対
象
者
＝
解
体
工
事

請
負
業
者

●
と
き
＝
５
月
９
日
㈪

午

後
２
時

●
と
こ
ろ
＝
本
庁

３
０
２
号

会
議
室

事
前
調
査
申
込

●
受
付
期
間

５
月
18

日
㈬
～
31
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時
※

土
日
を
除
く

※
郵
送
の
場
合
は
５
月

31
日
㈫
必
着
。
５
月
18
日
㈬
の
み
本
庁

３
０
２
号
会
議
室
で
受
付

●
問
合
せ
＝

住
宅
課
☎
33
４
１
２
２

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
交
付
し
ま
す

内
部
障
が
い
や
難
病
、
妊
娠
初
期
の
人

民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
調
査
費
用
を
補
助
し
ま
す

●
対
象
＝
八
代
市
内
で
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
な
ど
が
施
工
さ
れ
て
い
る
恐
れ
の
あ
る

民
間
建
築
物

●
補
助
金
額
＝
含
有
分
析

調
査
に
要
す
る
費
用
（
消
費
税
を
除
き
上

限
25
万
円
）

●
受
付
開
始
日
＝
５
月
13

日
㈮

※
先
着
順
。
予
算
額
に
達
し
次
第

終
了

●
申
請
先
・
問
合
せ
＝
建
築
指
導

課
☎
33
４
７
５
０

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
を

放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か

老
朽
危
険
空
き
家
な
ど
の
除
却
を
行
う

人
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
＝
老
朽
化
し
危
険
な
空
き
家
住
宅

な
ど
、
外
見
で
は
分
か
ら
な
く
て
も
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
そ
の
人
た
ち
が

周
囲
に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
人
が

困
っ
て
い
た
ら
「
何
か
お
困
り
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
る
な
ど
、

思
い
や
り
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
交
付
場
所
＝
八
代
保
健
所
・
障
が
い
者

支
援
課
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
後

に
交
付

●
費
用
＝
無
料
（
１
人
１
個
）

●
問
合
せ
＝
八
代
保
健
所
☎
33
３
１
９
７

障
が
い
者
支
援
課
☎
33
５
１
１
０

失
語
症
の
人
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
支
援
を
行
い
ま
す

失
語
症
で
意
思
疎
通
が
困
難
な
人
が
、

通
院
や
日
常
生
活
に
必
要
な
手
続
き
な
ど

を
行
う
際
に
、
失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通

支
援
者
を
派
遣
し
ま
す
。

●
費
用=

 

無
料
（
交
通
費
な
ど
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
問
合
せ=

 

障
が

い
者
支
援
課
☎
33
５
１
１
０

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
協
力
く

だ
さ
い

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
年
金
・
所
得
な

ど
、
暮
ら
し
に
関
わ
る
実
態
を
正
し
く
把

握
す
る
た
め
に
厚
生
労
働
省
が
毎
年
全
国

で
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
調
査
員
が

訪
問
し
ま
す
。
調
査
員
は
身
分
証
明
書
と

し
て
、
写
真
付
き
の
調
査
員
証
を
所
持
し

て
い
ま
す
の
で
訪
問
時
に
確
認
く
だ
さ

い
。

●
調
査
対
象
地
区=

 

三
楽
町
・
千
反
町
２

丁
目
・
田
中
北
町
・
豊
原
下
町
・
上
片
町
・

坂
本
町
荒
瀬
・
鏡
町
有
佐
（
区
域
の
一
部
）

●
問
合
せ=

 

八
代
保
健
所
☎
33
３
１
９
７

健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
０
０
３

下外コミュニティセンター ヘルプマーク

と　き　５月
がつ

17 日
にち

㈫
か

　午
ご ご

後 1 時
じ

～ 3 時
じ

ところ　市
しみんそうだんしつ

民相談室（市
しやくしょほんちょう

役所本庁 2 階
かい

）

内
ない

　容
よう

　家
か ぞ く

族の招
しょうへい

聘、国
こくさいけっこん

際結婚、永
えいじゅう

住、帰
き か

化、

　外
がいこくじん

国人の雇
こ よ う

用・会
かいしゃせつりつ

社設立など

問
といあわ

合せ　 国
こ く さ い か

際課☎ 33-6846

行政书士提供有关入管问题的免费咨询

时 间 ：５月 17 日 ( 星期二 )  下午 1 点～下午 3 点

地 点 ：市民咨询室 ( 市政府总厅 2 楼 )

内 容 ：邀请亲属访日，涉外婚姻，申请永住许可，加入

日本国籍，外国人就业・在日本设立公司等

问 询 ：国际课

Gyosei-shoshi-lawyers Will Offer Free Consultations

On Immigration, Residency and Nationality

Time and date : 13:00~15:00 May 17th (Tuesday)

Place : Citizen’s Consultation Room (2nd floor of City Hall)

The contents : inviting families to visit Japan, international marriage,

  permanent resident permit, naturalization (kika), 

  Foreigner's employment, establishing a company in 

  Japan by a foreigner etc.

Inquiries : International Affairs Division

　　行行
ぎ ょ う せ い し ょ しぎ ょ う せ い し ょ し

政書士政書士によるによる

　　入入
に ゅ う か ん も ん だ い む り ょ う そ う だ ん か いに ゅ う か ん も ん だ い む り ょ う そ う だ ん か い

管問題無料相談会管問題無料相談会

　さまざまな農業経営の形を学び、稼げる農業経営の

ヒントを得ることで、農業を仕事として選んでもらい、

農業への定着を図るために「八代農業塾」を八代農業

高校と連携して開催します。

期　間　６月～令和５年２月　月１回の土曜日

　午後 2 時～ 4 時または 5 時

会　場　八代農業高校

内　容　座学を基本として市内外の先進農業者との交

流、流通、スマート農業など※１回は視察研

修を実施

講　師　農業経営者、新規就農者、集落営農法人代表

者、市場関係者、農業機械メーカーなど

対象者　市内在住で就農に興味がある人、農業を始めて

間もない人など、期間を通して受講が可能な人

募集人数　20 人程度

受講料　一般　１万円、学生　５千円

※申し込み方法など詳しくは市ホームページを確認す

るか問い合わせください

問合せ　農林水産政策課☎ 33-4117

八代農業塾八代農業塾

第３期生募集第３期生募集
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令
和
５
年
歌
会
始
の
お
題
と
詠

進
歌
の
詠
進
要
領
が
発
表
さ
れ

ま
し
た

●
お
題=

 

「
友
」

●
詠
進
要
領=

 

お
題
を

詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
未
発
表
の
も

の
（
一
人
一
首
）

●
詠
進
先=

 

〒
１
０
０

‒

８
１
１
１

宮
内
庁

（
９
月
30
日
㈮
の

消
印
有
効
）
※
詠
進
要
領
、
書
式
な
ど
詳

細
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ=

 

秘
書
広
報
課

☎
34
１
１
６
０

里
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

里
親
制
度
は
虐
待
や
親
の
病
気
、
経
済

的
理
由
な
ど
で
、
実
の
家
庭
で
暮
ら
せ
な

い
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入

れ
、
温
か
い
愛
情
と
理
解
で
成
長
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
制
度
で
す
。
優
里
の
会
で
は
、

里
親
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
力
に
な
っ
て

く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
短
期
里

親
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
の
仕
方
が
あ
り

ま
す
。
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
開
所
日=

 

月
～
金
曜
日

●
開
所
時
間

=
 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
問
合
せ=

 

里
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
優
里
の
会

☎
62
８
９
９
８

田
中
北
町
５-

１-

１

ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
は

飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
迷
子
に
な
っ

た
り
、
い
な
く
な
っ
た
り
し
た
時
は
、
保

護
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
健

所
や
最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
保
護
さ
れ
た

時
の
連
絡
の
た
め
、
迷

子
札
を
首
輪
に
つ
け

た
り
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
装
着
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た
ら
飼
い
主
の
情
報

登
録
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ=

 

八
代
保
健
所
☎
33
３
１
９
８

相

談

や
つ
し
ろ
子
ど
も
支
援
相
談
室

子
育
て
や
不
登
校
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
匿
名
で
の
相
談

も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
電
話
相
談=

 

☎
33
６
１
４
５
（
相
談
専

用
電
話
）

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～

午
後
２
時

●
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
相
談=

 

ｋ

ｏ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ-

ｓ
ｉ
ｅ
ｎ
＠
ｙ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｓ

ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
．ｊ
ｐ

●
問
合
せ=

 

教
育
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
33
６
１
４
２

　年を重ねると心身の機能が低下してきますが、そのスピー

ドは個人で違います。「総合事業」は、本人の心身の状況に合っ

たサービスを利用して心身の機能の低下を緩やかにし、自立

した生活を送ることができるよう支援するために行われてい

ます。

「最近、足腰が弱ってきてつまずきやすい」、「何をするにも

おっくうで、家に閉じこもりぎみだ」など、以前より心身の

機能低下を感じている人は「総合事業」を利用してみませんか。

詳しくは高齢者支援課または各地区の八代市地域包括支援セ

ンターに問い合わせください。

介護予防・日常生活支援総合事業の種類

◇一般介護予防事業（65 歳以上誰でも利用可）

・いきいきサロン　・老人クラブ（趣味講座）

・やつしろ元気体操教室　・通いの場　・介護予防教室　など

◇介護予防・生活支援サービス（要支援１、要支援２の認定

または総合事業対象者としての登録が必要）

①訪問型サービス

・介護予防訪問介護相当サービス

・えぷろんケアサービス

・口腔機能の向上教室（短期集中型）

・スポット訪問リハビリ（短期集中型）

②通所型サービス

・介護予防通所介護相当サービス　・お達者クラブ

・元気アップチャレンジ教室　・元気が出る学校（短期集中型）

　旧小学校８校区ごとの個性を活かした「地区別復興まちづ

くり計画」、「災害公営住宅の整備」、「坂本支所を中心とした

生活サービス拠点の形成」、「避難先の確保や新たな防災拠点

の整備」で構成しています。今後、この計画を基に、皆さん

と復興へ向けた取り組みを進めます。

詳しくは市ホームページを確認ください

問合せ　復興整備課☎ 33-5128

▲地区別計画に基づく取り組みイメージ

介護予防・日常生活支援総合事業介護予防・日常生活支援総合事業
（通称：総合事業）（通称：総合事業）

―自立した生活をより長く―

問合せ　高齢者支援課☎ 33-4436

就
農
相
談
窓
口

農
業
を
始
め
る
ま
で
の
基
本
的
な
手
順

や
知
識
、
就
農
計
画
作
成
な
ど
各
種
の
支

援
を
行
な
う
営
農
支
援
員
を
配
置
し
て
い

ま
す
。
就
農
後
は
定
期
的
な
巡
回
に
よ
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
、
経
営
に
関
す

る
悩
み
や
栽
培
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
す
。

●
問
合
せ=

 

農
林
水
産
政

策
課
☎
33
４
１
１
７

 坂本町の復興への歩み 13

八代市坂本町復興まちづくり計画を策定
～みんなで取り戻す　生き生き笑顔のさかもと～

坂本町の地域おこし協力隊員

です

　4 月 1 日から坂本町の産業・観光

の開発や地域の情報発信などの地域

協力活動を行います。

【ひとこと】

「坂本町の地域おこしのために頑張

ります。見かけたら気軽にお声かけ

ください。よろしくお願いします」松田萌
ほ の か

花さん

坂本校区

市政協力員

坂本住民

自治協議会

地域振興会
・

自治会八代市など

復興まちづくり相談窓口
（坂本支所 地域振興課内）

外部からの支援
大学・企業などとの連携
地域おこし協力隊など
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募

集

令
和
４
年
度
八
代
市
文
化
祭

参
加
者
募
集

●
開
催
時
期=

 

９
月
～
11
月

●
応
募
資

格=
 

市
内
で
主
に
文
化
活
動
を
し
て
い
る

大
人
３
人
以
上
の
団
体
※
八
代
市
文
化
協

会
未
加
入
の
団
体
（
個
人
）
は
、
参
加
人

数
に
応
じ
た
参
加
費
が
必
要
で
す
。
そ
の

他
応
募
資
格
や
詳
細
は
、
募
集
要
項
を
確

認
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間=

 

５
月

30
日
㈪
～
６
月
13
日
㈪

●
募
集
要
項=

 

５
月
27
日
㈮
か
ら
配
布

●
配
布
場
所=

 

本
庁
情
報
プ
ラ
ザ
、
市
内
文
化
施
設
、
各

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
※
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

●
申
込
方
法=

 
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
持
参
、
郵
送(
当
日

消
印
有
効)

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
込
み
・
問
合
せ=

〒
８
６
６

-

８
６
０
１

松
江
城
町
１

-

25

八
代
市
文
化
祭
実

行
委
員
会
☎
33
４
５
３
３

FAX

33
４
５
１
６

八
代
市
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ

事
業
実
施
団
体
を
募
集
し
ま
す

主
に
そ
の
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

閉
じ
こ
も
り
予
防
の
た
め
の
居
場
所
づ
く

り
や
介
護
予
防
に
役
立
つ
内
容
の
活
動
を

定
期
的
に
行
う
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
す
る
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

●
補
助
金=

 

３
０
０
０
円
／
回(

上
限
48

回)

※
令
和
４
年
度
は
２
団
体
ま
で

●
問
合
せ=

 

高
齢
者
支
援
課
☎
33
４
４
３

６

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
前
期

講
座
追
加
補
充
募
集

●
募
集
講
座

身
体
調
整
ヨ
ー
ガ

●
と
き

第
１･

２･

３
火
曜
日

午
後

７
時
～
９
時

初
心
者
の
た
め
の
絵
手
紙

●
と
き

第
２･

４
月
曜
日

午
前
10
時

～
正
午

※
他
に
も
運
動
、
趣
味
、
料
理
な
ど
36
講

座
で
追
加
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
申
込

み
・
問
合
せ=

 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

（
☎
35
６
４
６
０)

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
短
期
講
座

●
講
座
名=

 

漁
師
め
し
講
座

●
内
容=

 

イ
カ
料
理
４
品

●
と
き=

 

６
月
９
日
㈭

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

●
費

用=
 

１
５
０
０
円(

材
料
費
込)

●
定

員=
 

20
人

●
申
込
開
始
日=

 

５
月
６
日

㈮

●
申
込
み=

 

費
用
を
添
え
て
サ
ン
ラ

イ
フ
八
代
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ=

 

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代

☎
32
７
１
７
１

平
日
・
土
曜
日

午
前

９
時
～
午
後
５
時

第
34
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
作
品

展
作
品
募
集

●
出
品
部
門=

 

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、

書
、
彫
刻
、
工
芸

（
６
部
門
）

●
参
加

資
格=

 

令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳

以
上
で
あ
る
県
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
。

●
出
品
数=

 

１
人
１
部
門
１
点
。
２
部
門

ま
で
。

●
参
加
料=

 

１
０
０
０
円
／
点

●
申
込
期
間=

 

６
月
24
日
㈮
ま
で

●
申
込
方
法=

 

介
護
保
険
課
ま
た
は
教
育

委
員
会
な
ど
に
置
い
て
あ
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
展
示
期

間=
 

８
月
30
日
㈫
～
９
月
４
日
㈰

●
展

示
場
所=

 

熊
本
県
立
美
術
館

分
館

●

問
合
せ=

 

〒
８
６
０-

０
８
４
２

一
般

財
団
法
人

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６-

３
５
４-

３
０
８
３

２
０
２
２
年
度
点
訳
朗
読
（
音

訳
）
奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
生

募
集

●
と
き=

 

毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
～
４

時
（
全
24
回
）

●
と
こ
ろ=

 

熊
本
県
身

体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容=

 

視
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
書
籍
な
ど
の
点

松
浜
軒
／
松
井
文
庫
の
至
宝

網
田
焼

江
戸
時
代
後
期
（
十
九
世
紀
）

松
井
文
庫
所
蔵

染そ

め

つ

け

み

つ

ざ

さ

も

ん

み

ず

さ

し

付
三
ツ
笹
紋
水
指肥

後
・
熊

本
で
は
、近
世

初
期
か
ら
多

種
多
様
な
や

き
も
の
が
生

み
出
さ
れ
て

き
ま
し
た
。そ

の
生
産
地
数

は
、
現
在
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
47
に
の
ぼ
り

ま
す
。
写
真
は
宇
土
半
島
で
焼
か
れ
た
網
田
焼
の

水
指
で
す
。
網
田
焼
は
、
肥
前
や
天
草
の
技
術
者

を
招
い
て
、
寛
政
五
年
（
１
７
９
３
年
）に
開
か
れ

た
磁
器
窯
で
す
。
蓋
に
は
松
井
家
の
家
紋
・
三
ツ

笹
紋
が
染
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
浜
軒
で
は
、八
代
焼
や
小
代
焼
と
い
っ
た
熊

本
の
焼
物
や
松
井
家
歴
代
の
肖
像
画
パ
ネ
ル
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■松井文庫展示案内 [ 企画展示 ]

「松井家の殿様」
「肥後のやきもの」

と　き　開催中～７月 31 日㈰

　午前９時～午後５時

　　（入園は午後４時 30 分まで）

ところ　松浜軒内　松井文庫展示場

閉園日　毎週月曜日
　（祝日の場合はその翌日）

観覧料　一般 500 円
　小中学生 250 円

………………………………………………………………

問合せ　松浜軒／松井文庫

☎ 33-0171

　事業経営者の高齢化や後継者不足などで会社の廃業を余

儀なくされる問題の解決策の 1 つに、会社の経営権を後

継者に引き継ぐ「事業承継」の中の「第三者承継」があり

ます。

「第三者承継」とは、親族や会社の従業員以外の人や会

社に事業を引き継ぐことで、長い間続けてきた店舗や従業

員の雇用、さらにはその事業の技術や事業者の思いなどを

第三者の手で引き継ぐことができます。

　店や事業を続けたいが「体力的に難しくなってきた」「必

要があって県外に転居しなければならなくなった」などの

理由で廃業を検討している人、その他事業承継について詳

しく知りたい人は問い合わせください。

　問合せ：八代商工会議所☎ 32-6191　

　商工・港湾振興課☎ 33-8513

後継者問題解決の一助となる後継者問題解決の一助となる

「「第三者承継第三者承継」」をを
知っていますか知っていますか

訳
、
音
訳
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
必
要
な
知
識
、
技
術
を
修
得
し
ま
す
。

●
費
用=

 

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
あ

り
）

●
申
込
み=

 

５
月
28
日
㈯
ま
で
に

熊
本
県
点
字
図
書
館
☎
０
９
６-

３
８
３

-

６
３
３
３

詳
し
く
は
熊
本
県
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ=

 

熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

☎
０
９
６‒

３
３
３‒

２
２
３
５

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
ば
ん

ぺ
い
湯
」
食
堂
愛
称
募
集
・
落

語
会
開
催

食
堂
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

応
募
し
た
人
の
中
か
ら
、
当
選
者
と
最

終
候
補
に
残
っ
た
５
人
に
入
浴
券
や
日
奈

久
お
楽
し
み
セ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。

●
応
募
方
法=

 

①
食
堂
の
愛
称
②
郵
便

番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
電
話
番
号
を
記
入

し
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は

持
参
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切=

 

５
月

30
日
㈪
（
必
着
）

●
当
選
発
表=

 

６
月

10
日
㈮
（
郵
送
で
発
表
）

真
打
の
桂
伸
衛
門
を
招
い
て
の
落
語
会

●
と
き=

 

５
月
14
日
㈯

午
後
２
時
～

●
費
用=

 

無
料

●
定
員=

 

先
着
50

人

●
応
募
先
・
問
合
せ=

 

一
般
社
団

法
人
八
代
弘
済
会
☎
35
８
６
８
６

FAX

35
８
６
９
０

Mail
：
ｙ-

ｋ
ｏ
ｕ
ｓ
ａ
ｉ
ｋ

ａ
ｉ
＠
ａ
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
．ｏ
ｃ
ｎ
．ｎ
ｅ
．ｊ
ｐ

〒
８
６
６-

０
８
６
１

八
代
市
本
町
１

丁
目
10
番
35
号
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着

●
面
接
日=

 

５
月
14
日
㈯

●
申
込
方
法=

 

窓
口
配
布
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ

し
ろ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事

項=
 

簡
易
書
留
ま
た
は
特
定
記
録
郵
便

以
外
で
郵
送
さ
れ
た
場
合
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。
封
筒
に
「
職
員
ス
タ
ッ
フ
申
込

書
在
中
」
を
朱
書
き
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
合
せ=

 

〒
８
６
６-

０
８
６
１

八
代
市
本
町
２

丁
目
10-

36

ヨ
ネ
ザ
ワ
ビ
ル

一
般
社

団
法
人
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ
☎
31
８
２
０
０

(

午
前
10
時
～
午
後
５
時)

今月の納税

固定資産税　１期
軽自動車税　全期
国民健康保険税　２期
納期限　5月 31日㈫
※市税の納付は、安心便利な口座振替を利用ください

延 長 窓 口

毎週木曜日　午後５時 15分〜７時

対象窓口：証明書発行窓口・福祉総合窓口・市民課・

　納税課・消費生活センター

エコエイトやつしろ

日曜特別開設受け入れ（有料）

日 受入時間 受入物

15 ㈰ 8：30 ～ 11：30
資源物、粗大ごみ

＊燃えるごみは対象外

資源分別アプリ「さんあ～る」を利用ください。

問合せ　エコエイトやつしろ ☎ 32-4675　

３月末日現在

人口（前月比） 123,052 人 − 501

男 57,453 人 − 234

女 65,599 人 − 267

世帯数 56,721 人 ＋ 32

人口と世帯

16 日　災害時における蓄電池等の借用に
　 関する協定

ECO 信頼サービス株式会社

25 日　八代市高齢者等見守り活動及び災害時に
おける応急生活物資供給等の協力に関する協定

生活協同組合くまもと

17 日　立地協定

メルシャン株式会社

25 日　防災等に関する共同研究協定

富士フイルムシステムサービス株式会社

29 日　三社合同立地協定

株式会社 SUPER MARKIT、
Future’ I’ Mark 株式会社、
株式会社 TRIART

　災害時の非常用電源の確保を目的に
締結され、災害発生時には同社から蓄
電池や電気自動車、避難スペースを借
用できます。

　同協同組合の宅配サービスを通じた
高齢者などの見守り体制強化や災害時
の生活物資の安定確保のために締結さ
れました。

　同社は原料用アルコールの安定的な
生産のため、大型タンクの増設を計画
し、本市から新たに２人を雇用する予
定です。

　災害時における住家被害の状況把握
の課題を解決するため、ドローンを活
用したシステムなどの導入効果を検証
する共同研究を実施していきます。

　3 社が市内の同じサテライトオフィ
スに入居し、企業間の連携を図りなが
ら地域商社事業などを展開する予定で
す。

3 月に行われた

協定締結式
を紹介します

詳しくは市ホームページを

確認ください。

まちのわだい
令
和
４
年
度

熊
本
県
調
理
師
試
験

●
と
き=

 
10
月
29
日
㈯

●
と
こ
ろ=

 

熊

本
大
学

全
学
教
育
棟

●
受
験
資
格=

 

中
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
持
ち
、
飲
食

店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
調
理
業

務
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人

●
願
書

配
布=

 

５
月
９
日
㈪
か
ら
県
保
健
所
、
県

健
康
づ
く
り
推
進
課
で
配
付

●
願
書
受

付=
 

５
月
９
日
㈪
～
６
月
３
日
㈮

●
提
出
先
・
問
合
せ=

 

調
理
技
術
技
能

セ
ン
タ
ー

〒
１
０
３-

０
０
１
２

東

京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
２-

８-

５

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ビ
ル
５
階
☎
０
３‒

３
６
６
７‒

１
８
１
５

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ

ス
タ
ッ
フ
募
集

八
代
市
の
物
産
振
興
と
組
織
強
化
を
図

る
た
め
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
採
用
人
数=

 

１
人(

正
社
員
１
人

物

産
振
興
分
野
に
関
心
が
あ
り
実
務
経
験
が

あ
る
人)

●
業
務
開
始
日=

 

６
月
１
日

㈬

●
受
付
期
間=

 

５
月
６
日
ま
で
※
必

高齢者の肺炎球菌ワクチンの定期接種高齢者の肺炎球菌ワクチンの定期接種
　4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日までに肺炎球菌ワクチンを接種する際の費用

の一部を負担します。（過去に 23 価肺炎球菌ワクチンを接種したことがある

人は対象外）

■対象者　本市に住民票があり①または②に該当する人

①令和 5 年 3 月 31 日までに 65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・

95 歳・100 歳になる人（対象者には案内を郵送済み）

② 60 歳から 64 歳で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活

活動が極度に制限される程度の障がいや、ヒト免疫不全ウイルスによる免

疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいがある人（身体障害

者手帳 1 級相当）

■自己負担額　2,450 円～
　問合せ　健康推進課☎ 33-5116

　鏡保健センター☎ 52-5277



Yatsushiro 2022.5 20

八代ギターアンサンブルメンバー募集（初心者歓迎）

と　き　毎週木曜日　午後 6時～ 9時

ところ　松高コミュニティセンター

　八代ギターアンサンブル

　竹原☎ 090-1513-3149

ヘルプマーク / カード
知って！気づいて！声かけて！講演会

と　き　5月 7日㈯　午後２時～４時 30分

ところ　桜十字ホールやつしろ

問合せ　九州ヘルプマーク・ヘルプカードひろめ隊♪

　加藤☎ 090-6902-6001（午後）

町の保健室　看護の日　健康相談

と　き　５月 21日㈯　午前 10時～午後０時 30分

ところ　ゆめタウン八代

問合せ　熊本労災病院☎ 33-4151

点訳ボランティア養成講習生募集

と　き　6月 7日㈫～令和５年 3月 7日㈫

　（全 30回）　9時 30分～正午

ところ　八代市総合福祉センター

申込締切　5月 27日㈮

問合せ　八代市社会福祉協議会☎ 62-8228

誰にでもできる護身術・日本拳法教室

と　き　毎週土曜日　午後７時～８時 30分

ところ　八代コミュニティセンター

対　象　小・中・高生

問合せ　日本拳法八代クラブ

　麦田☎ 080-5277-8515

アフリカへ毛布をおくる運動

と　き　5月 15日㈰　午前 10時～午後 1時

ところ　八代宮参道鳥居前

収集品　破れていない洗濯済みの毛布（綿毛布は不可）

・アルミ缶

問合せ　アフリカへ毛布をおくる運動推進委員会

　米多☎ 090-1342-9091

やつしろ茶和の会　抹茶・着付け体験

と　き　5月 28日㈯～ 6月 5日㈰

　午前９時 30分～午後３時 30分

ところ　松浜軒

問合せ　やつしろ茶話の会事務局

☎ 34-2851

掲載基準、掲載依頼書様式は

市ホームページで確認ください。

伝言板
★ 7月号の掲載申込期間は、

　5/2 ㈪〜 19㈭です。



　休日当番医・薬局表　診療時間　9：00 〜 17：00
八代市医師会☎ 34-7001
八代郡医師会☎ 62-2212
八代薬剤師会☎ 62-8601

相談
八：八代市保健センター☎ 32-7200
本：本庁 2 階 すこやかルーム☎ 33-5116
鏡：鏡保健センター　☎ 52-5277

成人個別健康相談【要予約】

日 場所 受付時間

月曜日 八・鏡 13：00 〜 16：00

こころの健康相談【要予約】

12 日㈭ 鏡 9：30 〜 11：30

24 日㈫ 本 13：30 〜 15：30

精神保健相談【要予約：八代保健所☎︎ 33-3229】

12 日㈭
14：00 〜 16：00

24 日㈫

㊩夜間救急センター（診療時間 19:00 〜 22:00)

日 診療科目 注意事項

㈪〜㈯ 内科・外科・整形外科 受診前に必ず電話ください
（☎ 31-6999）
＊新型コロナウイルス感染症の検査に

は対応していません
㈪〜㈰

小児科（ゴールデンウィーク、
年末年始は除く）

献血 問合せ　赤十字血液センター☎︎ 096-384-6725

日 場　所 受付時間

3 日（祝） ゆめタウン八代 10：00 〜 12：30、13：45 〜 16：00

10 日㈫ イオン八代ショッピングセンター 13：45 〜 16：00

17 日㈫ ゆめタウン八代 10：00 〜 12：30、13：45 〜 16：00

30 日㈪
市役所 9：30 〜 12：00、13：15 〜 16：00

31 日㈫

日 病院名 町 名 電 話

1
㈰

ごとう脳神経外科・痛みのクリニック 松江城町 45-5255

泉内科医院（小児も可） 海士江町 35-6780

ふくろ町クリニック 袋町 32-1222

荒木皮ふ科医院 鏡町鏡村 52-8777

保田医院 鏡町鏡 52-0037

3
㈫

田渕整形外科医院 高下西町 32-4897

太田こどもクリニック 古閑浜町 30-8380

日置町クリニック 日置町 31-5757

松村眼科医院 鏡町鏡 52-0131

前田内科医院 鏡町下有佐 52-1310

4
㈬

あらき整形外科医院 萩原町 1 丁目 32-2524

こだま小児科クリニック 長田町 35-3715

八代敬仁病院 海士江町 34-7911

ひかり峯苫クリニック 渡町 62-8721

尾田内科医院 鏡町鏡村 52-8011

5
㈭

ひらきクリニック 新地町 32-4990

もちながこどもクリニック 田中西町 39-3925

荒木医院 豊原下町 32-3258

井上医院 東陽町南 65-2121

松本医院 鏡町両出 52-0330

8
㈰

後藤胃腸科肛門科クリニック 迎町 2 丁目 33-2661

福満内科医院（小児も可） 松江町 35-0293

大塚内科クリニック 日奈久東町 38-2138

伊藤医院 氷川町網道 52-8091

15
㈰

伊達整形外科医院 日奈久塩北町 38-3700

中村内科医院（小児も可） 花園町 33-8885

平成病院 大村町 32-8171

福田外科・整形外科クリニック 鏡町内田 52-0840

宮城循環器内科 千丁町古閑出 46-0007

22
㈰

長谷川整形外科医院 海士江町 35-3125

浜田呼吸器科内科クリニック（小児も可）大村町 31-7622

ちりふ内科 豊原中町 32-6000

ひかわ医院 氷川町島地 62-8139

横田診療所 泉町柿迫 67-2010

29
㈰

みやもと泌尿器科クリニック 永碇町 32-1600

うえの内科・胃腸内科（小児も可） 本町 2 丁目 33-1131

鶴田胃腸科内科 日置町 31-5000

武内外科胃腸科医院 氷川町島地 52-7811

黒田耳鼻咽喉科医院 鏡町下村 52-8787

日 薬局名 町 名 電 話

1
㈰

ふくろ町調剤薬局 袋町 35-0810

労災病院前調剤薬局 竹原町 30-8808

つばき調剤薬局 鏡町鏡村 52-7805

堤薬局 鏡町鏡 52-0424

3
㈫

とみた薬局 高下店 高下西町 33-2654

イオン薬局 八代店 沖町 39-3518

労災病院前調剤薬局 竹原町 30-8808

新光調剤薬局 鏡町下有佐 52-3469

八代薬剤師会 センター薬局 氷川町今 62-8762

4
㈬

旭薬局 萩原町 43-7622

イオン薬局 八代店 沖町 39-3518

アロハ薬局 新八代店 長田町 37-8368

エリア調剤薬局 清流店 渡町 45-5441

八代薬剤師会 センター薬局 氷川町今 62-8762

5
㈭

しんち調剤薬局 新地町 34-2014

いつき薬局 田中西町 30-8000

イオン薬局 八代店 沖町 39-3518

労災病院前調剤薬局 竹原町 30-8808

リボン薬局 東陽町 36-3070

八代薬剤師会 センター薬局 氷川町今 62-8762

8
㈰

労災病院前調剤薬局 竹原町 30-8808

15
㈰

大村調剤薬局 大村町 35-7397

労災病院前調剤薬局 竹原町 30-8808

ヱビス薬局 千丁店 千丁町古閑出 62-8448

22
㈰

労災病院前調剤薬局 竹原町 30-8808

29
㈰

こやま薬局 本町 1 丁目 45-9399

ひおき調剤薬局 日置町 43-7770

永碇みどり薬局 永碇町 62-8190

労災病院前調剤薬局 竹原町 30-8808

ファーコス薬局 めろん 氷川町鹿島 43-8050

まつした鏡薬局 鏡町下村 45-9936

休日歯科診療　☎︎ 31-8020

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町）

診療時間　10：00 〜 16：00

休日当番医は変更になる場合があります。
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５/８（日）　女湯限定　
 日奈久温泉カーネーション風呂

実施施設　あたらし屋旅館、金波楼、不知火ホテル、

　柳屋旅館、温泉センター「ばんぺい湯」

※入浴時間や料金などは各施設に確認ください

５/８（日）　ラブひなマルシェ

キッチンカーでの移動販売やカーネーション、地元

農産品などを販売

ところ　日奈久ゆめ倉庫駐車場

　　（午前 10時～午後 4時）

問合せ　日奈久温泉観光案内所☎ 38-0267

 さかもと八竜天文台イベント

５月中　　春の大曲線と春の大三角をみつけよう

５/ ８（日）　月面 X を見よう（午後７時頃）

上弦の月の時、明暗部の境目のクレー

ターの模様が「X」に見える現象

問合せ　さかもと八竜天文台☎ 45-3453

開館時間　午後 1時～９時

　（入館午後 8時 30分まで）

入館料　大人 310円、高校生以下 150円、

　未就学児無料

休館日はホームページで確認ください

2022 ウエスタン・リーグ公式戦
福岡ソフトバンクホークス福岡ソフトバンクホークス

5.29
広島東洋カープ

県営八代運動公園
野球場

午後１時（開場午前 11時〜）

チケットは、タカチケット他、プレイガイドで販売中。詳しくはホークス公式サイトを確認ください。

㈰※荒天中止

VS

ところ

試合
開始

イ
ベントひろば

　【問合せ】　福岡ソフトバンクホークス株式会社 お客様サポートセンター
　☎︎ 092-844-1189（午前 10 時〜午後５時）

スポーツ振興課☎︎ 33-4164

芦北町定住自立圏イベント情報

星野富弘 季節の常設展『春・夏』星野富弘 季節の常設展『春・夏』
「さくら」や「サンショウバラ」など、

詩画作家 星野富弘の四季の草花を題材にした作品を展示

ところ　　芦北町立星野富弘美術館

開催期間　７月 10日㈰まで
開館時間　午前９時から午後５時
休館日　　第２・４月曜日

問合せ　　芦北町立星野富弘美術館
☎ 0966-86-1600

※新型コロナウイルス感染症の状況により変更・中止となる場合があります。
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■と　き 7 月 10 日㈰
　開演　午後１時

■ところ 　鏡文化センター　

■入場料 　【指定】一般 1,000 円
　（高校生以下 500 円）

※定員 540 人。状況によって変更
になる場合あり
※未就学児の入場はご遠慮ください

チケット発売開始日

５月15日㈰ 　午前10時

★参加型イベント

「魚のつかみ取り大会」

「ジョギングフェスティバル」など

★フリーマーケット

★商工会販売ブース

★ステージ部門

※来場の際は、マスクの着用をお願
いします

※発熱や体調不良の人の来場はご遠
慮ください

本館9：30～20：00　土日祝（～19：00）

（休25日）☎32-3385

せんちょう分館9：30～18：00（休10日）☎46-1901

かがみ分館9：30～18：00（休25日）☎52-5567

 春の図書館祭りは5/12㈭まで

せんちょう分館　5月7日（土）午前11時～

「親子でつくってあそぼ！　おりがみ教室」

　講師：緒方靖子氏

かがみ分館　5月8日（日）午前11時～

「親子のたいせつなひととき」

　講師：岡田富子氏

本館　5月22日（日）午前10時～

「心をはぐくむ木のおもちゃ」

　講師：木原有紀氏

 5月おすすめの本　こどもの日特集

『くわずにょうぼう』　稲田和子/再話　赤羽末吉/画

『鯉のぼり図鑑』　林直輝/文　日本鯉のぼり協会/編

『こいのぼりパーティーぐんぐんすくすく』 すとうあさえ/文

 図書館本館シネマ 図書館本館シネマ

８日㈰「アパートの鍵貸します」

①午前10時～　②午後２時～

博物館

愛鏡祭

鏡文化センター

 【春季特別展覧会】（特別展示室・第２常設展示室）

開催中～6/5(日)

こわいもの大集合!～妖怪・幽霊・鬼・地獄～

　今月のおすすめ展示：第1常設展示室

開催中～6/19(日)　

小企画展「災害から甦った大門観音堂の鰐
わにぐち

口」

　八代市坂本町大門観音堂

の鰐口（熊本県指定重要文化

財）は、県内最古の銘文（正平

18年・1363）を持つ貴重なも

のです。令和2年7月豪雨で被

災、損傷しましたが、住友財団

文化財維持・修復事業により

よみがえりました。地域の皆さ

んが大切に守ってきた鰐口の

展示と文化財修復のノウハウ

を紹介します。

第 37 回  ふる郷愛鏡祭

5 月 22 日㈰
午前９時 30 分　開会

鏡支所・鏡文化センター周辺

おはなし会 移動図書館図書館ホームページ

問合せ　ふる郷愛鏡祭実行委員会事務局
　（鏡支所地域振興課内）

☎ 52-2131

※来場の際は、接触確認
アプリ「COCOA」のイ
ンストールに協力をお
願いします

開館時間 午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）

観覧料 一般 700 円、高大生 500 円
（特別展観覧料も含む）　
中学生以下と障がい者手帳等を提示の人は無料
※ 5 月 5 日（祝）は無料

休館日 5/2 ㈪、9 ㈪、16 ㈪、23 ㈪、30 ㈪

問合せ 市立博物館　☎ 34-5555

チケット再販売開始

やつしろふるさと音楽祭

世界が笑う「が～まるちょば」の
スーパースペシャル・ダイナマイト・エンターテインメント

■と　き 7 月 23 日㈯ 〈延期公演〉
　開演　午後３時

■ところ 　鏡文化センター　

■入場料 　全席指定 3,000 円
　当日券　 3,500 円

※中止になった３月公演の入場券はそのまま利用可能です

チケット発売開始日　5 月 22 日㈰　午前 10 時

特別ゲスト　田邉　元和
（九州交響楽団ビオラ奏者）

接触確認アプリ

ゆるキャラ愛ちゃん

です。みんなで遊び

にきなっせ～

図書館

　新型コロナウイルス感染拡大防
止により、延期となりました本公
演チケットの再販売を行います。

※詳細は、鏡文化センターホームページ
を確認ください

申込み・問合せ　鏡文化センター
☎ 52-1114
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乳幼児健診・母子相談
場所　本：本庁 2 階 すこやかルーム

　　鏡：鏡保健センター
問合せ　健康推進課　　☎ 33-5116　

　鏡保健センター☎ 52-5277

４カ月児健診

日 場所 生まれ

12 ㈭ 本 R4.12.23 〜 R4.1.8

18 ㈬ 鏡 R3.12.21 〜 R4.1.18

25 ㈬ 本 R4.1.9　  〜 R4.1.19

７カ月児健診

日 場所 生まれ

12 ㈭ 鏡 R3.9.7   〜 R3.10.12

13 ㈮ 本 R3.9.14 〜 R3.9.25

19 ㈭ 本 R3.9.26 〜 R3.10.5

27 ㈮ 本 R3.10.6 〜 R3.10.13

１歳６カ月児健診

日 場所 生まれ

10 ㈫ 本 R2.9.12 〜 R2.9.21

17 ㈫ 本 R2.9.22 〜 R2.9.29

26 ㈭ 本 R2.9.30 〜 R2.10.7

３歳児健診

日 場所 生まれ

11 ㈬ 本 H30.11.12 〜 H30.11.21

20 ㈮ 本 H30.11.22 〜 H30.12.2

31 ㈫ 本 H30.12.3   〜 H30.12.14

１歳児フッ化物歯面塗布（バースデー予防歯科）

日 場所 生まれ

11 ㈬ 本 R3.4.30 〜 R3.5.16

18 ㈬ 本 R3.5.17 〜 R3.5.25

母子手帳交付【要予約】

日 場所 受付時間

毎週火曜日 本 9：45 〜 10：00

第２・４月曜日 鏡 9：45 〜 10：00

離乳食講話及び子育て相談（すまいる広場）

ラクラクコース（生後７〜９カ月児程度）

日 場所 受付時間

20 ㈮ 本 9：45 〜 10：00

母子個別相談・離乳食個別栄養相談【要予約】

日 場所 生まれ

第 1・3 月曜日 本・鏡 9：30 〜 12：00

子育て支援サービス
問合せ　こども未来課☎ 33-8721

各施設の具体的なサービス
内容は、子育て情報サイト

「やつしろあったかねっと」
を確認ください

子育て相談窓口
施設名 場所 開設日時 問合せ

こどもプラザわくわく イオン八代店２階
月～金曜日
午前 10 時～午後４時

32-6100

つどいの広場
施設名 場所 開設日時 問合せ

こどもプラザすくすく
マックスバリュ
八代店２階

月・火・水・金曜日
午前 10 時～午後４時
※午後３時～４時は個別相

談対応のみ

32-0404

こどもプラザわくわく イオン八代店２階

月～金曜日
午前１０時～午後４時
※午後３時～４時は個別相

談対応のみ

30-7140

つどいの広場 ぽけっと
振興センターいず
み２階

月・水・金曜日
午前９時～午後４時

67-3511

地域子育て支援センター
施設名 場所 対象 問合せ

八代市子育て支援
センター

高田東部保育園
（豊原上町）

０歳から就学前まで
の子どもとその保護
者

31-7468

南部子育て支援
センター

ひので保育園
（三江湖町）

33-2393

北部子育て支援
センター

しらぬい保育園
（高小原町）

34-1056

ひまわり子育て支援
センター

八代ひまわり保育園
（井上町）

34-7008

鏡子育て支援センター 文政保育園（鏡町） 52-1219

千丁子育て支援
センター

千丁みどり保育園
（千丁町）

46-0088

病児・病後児保育
施設名 場所 開設日時 問合せ

キッズルーム
郡築 12 番町 71-2

（八代乳児院内）

月～金曜日
午前 7 時 30 分～

　午後 6 時

37-2227

キッズケアホーム
横手新町 7-18 谷口ハ
イツ 201 号

32-0544

病児・病後児ハウスひ
かり

新地町 1-20-2
（八代ひかり保育園横）

33-5391

八代北部地域医療セン
ター病児・病後児保育
室 ハグ・くむ

氷川町今 151 番地 1
（八代北部地域医療セ
ンター内）

53-5121

ファミリーサポートセンター（ファミサポ）
育児の援助を受けたい人と援助をしたい人がお互いに登録会員となることで、会員同士で活動する組織

利用日時 利用料金 対象 問合せ

原則午前７時～
　午後８時

（時間外は要相談）
※宿泊不可

１時間 600 円
（土日祝日は 700 円）

おおむね２カ月～
小学校６年生まで

事務局
（こども未来
課内）
33-8721

ショートステイ・トワイライトステイ【利用登録制】
［ショートステイ］

疾病や出産、看護、出張、冠婚葬祭、公的な行事へ参加などの場合に利用。
宿泊は原則７日以内まで可能。※仕事が理由の場合は利用不可

［トワイライトステイ］

夜間（午後５時～ 10 時）や休日（土日祝日）に仕事などの場合に利用。※宿
泊不可　実施施設：八代乳児院（２歳未満）、八代ナザレ園（２歳以上）

■児童虐待を疑ったり、発見したら ･･･

・こども未来課☎ 33-8721

・熊本県八代児童相談所☎ 33-3247

・児童相談所全国共通ダイヤル 189

（いちはやく）

25

提 供 とらや蒲鉾店とらや蒲鉾店

QR を読み取り、アンケートに答えて応募すると、抽選でプレゼントが当た

ります。当選者の発表はプレゼント引換券の発送をもって代えさせていただ

きます。引換券を直接お店に持参いただきプレゼントと引き換えてください。

今月の今月の

プレゼントプレゼント
エビ１尾を丸ごと揚げた新商品

エビちくわ＆ちぎり天のセット
当選者 ５人
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応募の詳細

締切日 5月 26 日 ( 木 )

とらや蒲鉾店は創業 53 年を迎えました。名産の日

奈久ちくわやサラダちくわ、今年開催された「ちくー

１グランプリ」で１位を獲得した新商品のエビちくわ

など、揚げたての日奈久ちくわをぜひご堪能ください。

【募集中】読者プレゼントを提供いただけ

る事業者を募集しています。詳しくは QR

または市ホームページを確認ください。

問合せ 秘書広報課☎ 33-4101

読者プレゼント読者プレゼント

住所 八代市日奈久上西町 327

電話 0965-38-0179

時間 午前 8 時～午後 6 時

休み 不定休
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エビちくわ＆ちぎり天のセット
当選者　５人

Yatsushiro 2022.5
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3月22日 市の情報発信アンバサダー認定式

九州全体の活性化のために

市の情報発信アンバサダー認定式が市役所で行

われ株式会社博多大丸の髙田徹取締役と同社プロ

ジェクトチーム「九州探検隊」メンバーらが出席し

ました。同隊は認定を受けることで、自治体の魅力

の発掘や情報発信を行い、九州全体の活性化を目

指す活動を行っています。

3月10日 薏
よ く い に ん と う

苡仁糖が農林水産省大臣官房長賞を受賞

幻の銘菓が約半世紀の時を経て復活

肥後はとむぎ会日
にちげつてい

月亭の薏苡仁糖が優良ふるさ

と食品中央コンクールで農林水産省大臣官房長賞

を受賞し、同会の柳口弘美代表が市役所で中村市

長に受賞を報告しました。薏苡仁糖は昭和50年代

に姿を消していましたが、同会が西田精麦や大学、

県などと協力し約6年をかけて復活させました。

まちのわだいまちのわだい

3月24日 ホームサーブ株式会社から寄付金の贈呈

産業振興と地域活性化に活用してほしい

ホームサーブ株式会社の得永泰裕代表取締役社

長と長江秀事業開発部長が市役所を訪れ、中村市長

に寄付金目録を贈呈しました。

これは、本誌と同社が2月に締結した地域振興に

関する連携協定の一環として寄付いただいたもの

です。

3月23日 熊本県トラック協会から記念樹の寄贈

市民の憩いの場に

トラックの森づくり緑化推進事業記念・樹木寄

贈目録贈呈式が市役所で行われ、公益社団法人熊

本県トラック協会の吉住豊武会長ら20人が出席し

ました。寄贈されたのはサクラ4本とサルスベリ1

本で本庁舎敷地内（八代城跡側）に植樹されていま

す。

3月27日　新八代八景を認定

景観セミナーと景観フォトコンテスト表彰式

　八代市景観セミナーと八代市景観インスタグラ

ムフォトコンテスト表彰式が市役所で行われ、関係

者ら約25人が出席しました。

　同フォトコンテストには1264点の応募があり、上

位8点が新八代八景として、市の魅力ある風景のPR

に活用されます。

3月25日　「つなぐ棚田遺産」認定証授与式

地域で力を合わせて後世に

　農林水産省が実施する「つなぐ棚田遺産～ふるさ

との誇りを未来へ～」の認定証授与式が市役所で行

われ、認定を受けた二見平野地区棚田を管理する内

野地区集落協定の内尾信之代表らが出席し中村市

長から認定証を受け取りました。地域一帯で棚田の

機能や景観を受け継いだことが評価されました。

3月30日　株式会社津田から寄付金の贈呈　

坂本町の復興のために

　株式会社津田の津田昭彦代表取締役と田村勇喜

常務取締役が市役所を訪れ、坂本町の復興のための

寄付金を中村市長に贈呈しました。

　津田代表取締役は「少しでも早く坂本町が復興に

向けて進んでいくことを願っています」と話しまし

た。

海のレジャーを気持ちよく楽しんでほしい

　株式会社福岡建設の従業員約10人が三ツ島観光

漁業基地の清掃を行いました。三ツ島観光漁業基地

は、やつしろ舟出浮きの会場の1つで、同社はシーズ

ン前に毎年、清掃ボランティアを実施しています。

従業員らは、あずまや周辺などを中心に草刈り機

や熊手を使って除草作業を手際よく行いました。

3月28日　三ツ島観光漁業基地清掃ボランティア

#みんなの写真館

大きい背中と夜桜

撮影場所 ：氷川沿い

ペンネーム ： ソラッチ

桜の綺麗さにうっとり♡

撮影場所 ：八代市の遊歩道

ペンネーム ： Ouka ♡

このコーナーでは毎月決められたテーマに

沿った写真を皆さんから募集します。 応募が

あった写真は広報やつしろや八代市公式

Twitter に掲載します。

6 月号掲載分の締め切りは

５月６日(金)です。その他、

応募方法などは右の QR

を確認ください。

6月号のテーマは 「挑戦」です

新たなことに挑戦する姿を募集します。

満開の桜と新一年生

撮影場所 ： 水無川沿い

ペンネーム ：ゆうりんりん

満　　開

撮影場所 ：水無川

ペンネーム ：カズン

どろんこ卒団！！

撮影場所 ：八代宮前

ペンネーム ： yuuk1

今月号のテーマは 「桜」

5月号まちのわだい.indd 全ページ5月号まちのわだい.indd 全ページ 2022/04/18 15:32:192022/04/18 15:32:19
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農林水産省が実施する「つなぐ棚田遺産～ふるさ

との誇りを未来へ～」の認定証授与式が市役所で行

われ、認定を受けた二見平野地区棚田を管理する内

野地区集落協定の内尾信之代表らが出席し中村市

長から認定証を受け取りました。地域一帯で棚田の

機能や景観を受け継いだことが評価されました。

3月30日 株式会社津田から寄付金の贈呈

坂本町の復興のために

株式会社津田の津田昭彦代表取締役と田村勇喜

常務取締役が市役所を訪れ、坂本町の復興のための

寄付金を中村市長に贈呈しました。

津田代表取締役は「少しでも早く坂本町が復興に

向けて進んでいくことを願っています」と話しまし

た。

海のレジャーを気持ちよく楽しんでほしい

株式会社福岡建設の従業員約10人が三ツ島観光

漁業基地の清掃を行いました。三ツ島観光漁業基地

は、やつしろ舟出浮きの会場の1つで、同社はシーズ

ン前に毎年、清掃ボランティアを実施しています。

従業員らは、あずまや周辺などを中心に草刈り機

や熊手を使って除草作業を手際よく行いました。

3月28日 三ツ島観光漁業基地清掃ボランティア

#みんなの写真館

大きい背中と夜桜

撮影場所 ：氷川沿い

ペンネーム ： ソラッチ

桜の綺麗さにうっとり♡

撮影場所 ：八代市の遊歩道

ペンネーム ： Ouka ♡

このコーナーでは毎月決められたテーマに

沿った写真を皆さんから募集します。 応募が

あった写真は広報やつしろや八代市公式

Twitter に掲載します。

6 月号掲載分の締め切りは

５月６日(金)です。その他、

応募方法などは右の QR

を確認ください。

6月号のテーマは 「挑戦」です

新たなことに挑戦する姿を募集します。

満開の桜と新一年生

撮影場所 ： 水無川沿い

ペンネーム ：ゆうりんりん

満 開

撮影場所 ：水無川

ペンネーム ：カズン

どろんこ卒団！！

撮影場所 ：八代宮前

ペンネーム ： yuuk1

今月号のテーマは 「桜」

5月号まちのわだい.indd 全ページ5月号まちのわだい.indd 全ページ 2022/04/18 15:32:192022/04/18 15:32:19
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●
特
集
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
八

代
城
跡
の
写
真
は
、
４
月
上
旬
に
市
役
所

６
階
の
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
撮
影
し
た
も
の

で
す
。
天
気
も
よ
く
、
お
花
見
や
お
堀
船

巡
り
を
楽
し
む
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
て
、

久
し
ぶ
り
に
以
前
の
八
代
の
春
の
風
景
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

展
望
デ
ッ
キ
か
ら
は
八
代
城
跡
や
八
代

海
方
面
の
市
街
を
一
望
で
き
、
こ
れ
か
ら

は
夏
の
新
緑
や
秋
の
紅
葉
な
ど
季
節
ご
と

の
景
色
が
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
展
望

デ
ッ
キ
は
い
つ
で
も
入
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
気
軽
に
遊
び
に
来
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（
ま
と
）

●
今
月
号
か
ら
「
広
報
や
つ
し
ろ
」
作
成

に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

取
材
や
撮
影
な
ど
初
め
て
の
体
験
ば
か

り
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
無
事
に
皆
さ

ん
の
手
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

読
む
と
笑
顔
に
な
れ
る
、
そ
ん
な
広
報

紙
を
作
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！

（
ゆ
う
と
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ)

５月に１、２、３歳を迎える子どもたちを紹介します

＃誕生日　＃HAPPY_BIRTHDAY

応募方法など詳細はこちら メール送信はこちら

ＨＡＰＰＹ ＢＩＲＴＨＤＡＹ 
に掲載する写真募集

掲載内容

・写真　・氏名　・年齢

・一言メッセージ

応募方法

写真データとお子さんの氏名、ふり

がな、生年月日、住所、保護者の氏名、

電話番号、一言メッセージ (20 文字

以内 ) を記入し、秘書広報課 (info@

city.yatsushiro.lg.jp) にメールで送っ

てください。

★応募多数の場合は抽選とし、掲載

可否の連絡は行いません。

問合せ　秘書広報課☎︎ 33-4101

淵
上
紅く

れ

は芭
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
元
気
に
す
く

す
く
成
長
し
て
ね
♡

平
松
璃り

り

な

々
奈
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

元
気
い
っ
ぱ
い
す
く
す
く
育
っ

て
ね
☆

宮
本
季き

ほ歩
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

食
べ
る
の
大
好
き
♪
毎
日
笑
顔

を
あ
り
が
と
う
！

木
元
充み

つ

き希
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
大
き
く

な
っ
て
ね
！

内
田
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
大
地
と

い
の
ち
の
会
が
認
定
す
る
「
菌
ち
ゃ
ん
野

菜
作
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
で
す
。
市
内
７

つ
の
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
に
、
野
菜
の

有
機
栽
培
を
と
お
し
て
、
生
ご
み
の
活
用

や
健
康
的
な
食
生
活
な
ど
を
教
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
親
し
み
を
込

め
て
「
菌
ち
ゃ
ん
先
生
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

野
菜
く
ず
な
ど
の
生
ご
み
を
土
と
混

ぜ
、
土
の
中
の
栄
養
と
な
る
菌
を
増
や
し
、

野
菜
を
育
て
る
作
業
を
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
行
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
最
も
伝
え
た
い
こ
と

は
、
生
ご
み
の
野
菜
を
使
っ
て
で
き
た
堆

肥
で
、
新
た
に
無
農
薬
の
元
気
な
野
菜
を

育
て
る
と
い
う
「
命
の
リ
レ
ー
」。
口
で

伝
え
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
紙
芝
居
な
ど
を
使
っ
て

菌
の
働
き
や
増
え
方
に
つ
い
て
、
子
ど
も

た
ち
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

同
じ
目
線
に
立
っ
て
、
易
し
い
言
葉
を

使
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
と
い
う
内
田

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
健
康

の
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

命

の

リ

レ

ー

を

伝

え

る

内

田

英

雄

さ

ん
（

古

城

町

）

編

集

後

記
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